


ま
え
が
き

「
自
分
と
自
分
を
と
り
ま
く
ナ
マ
の
生
活
な
ど
を
文
と
か
詩
歌
、
俳
句
と
し
て
表
現
す
る
、
書
き

と
ど
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
個
人
的
な
さ
さ
や
か
な
体
験
で
も
そ
の
積
み
重
ね
は
国
、
民
族
、
社
会

の
歴
史
に
も
な
る
…
」
の
ま
え
が
き
で
始
ま
っ
た
ペ
ン
ク
ラ
ブ
『
銀
の
ス
プ
ー
ン
』
は
創
刊
か
ら
三

十
八
年
が
経
ち
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
暴
走
す
る
政
治
、
火
種
が
絶
え
な
い
世
界
情
勢
な
ど
心
穏

や
か
に
過
ご
せ
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
世
相
を
反
映
し
て
寄
稿
い
た
だ
く
テ
ー
マ
も
、

主
張
や
意
見
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

『
銀
の
ス
プ
ー
ン
』
は
、
も
の
を
言
う
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
、
激
動
の
時
代
を
次
の
世
代
に
伝

え
る
、
歴
史
の
再
検
証
な
ど
記
録
ツ
ー
ル
の
役
割
、
基
本
と
な
る
文
芸
の
世
界
で
、
創
作
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
年
、
終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
様
な
背
景
の
中

で
初
参
加
の
九
名
を
加
え
三
十
七
作
品
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る

作
品
で
す
。
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
ま
と
め
ま
し
た
。
編
集
者
の
独
断
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
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震
災
二
十
年
・
戦
後
七
十
年

神
戸
大
震
災
直
後
に
市
議
と
し
て
行
政
と
対
峙
し
て
き
た
恩
田
は
そ
の
経
緯
を
、
孤
独
な
避
災
者

宅
を
週
末
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
二
十
年
間
訪
問
し
て
き
た
東
條
健
司
さ
ん
が
初
参
加
、
桃
谷
さ
ん

は
地
震
の
怖
か
っ
た
思
い
出
を
書
か
れ
ま
し
た
。
戦
後
七
十
年
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
が
最
近
話
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
メ
レ
ヨ
ン
島
で
も
玉
砕
が
あ
り
多
く
の
兵
士
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
名
誉
領
事
の
荒
木
さ
ん
が
、
教
育
者
の
浜
本
さ
ん
は
戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
の

実
態
を
当
時
の
記
録
か
ら
、
戦
後
の
神
戸
で
初
め
て
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
こ
と
な
ど
大
西
富
子
さ

ん
は
子
ど
も
心
の
思
い
出
を
、
神
戸
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
千
葉
さ
ん
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
の

様
子
を
、
編
集
委
員
で
本
妙
寺
住
職
の
池
上
さ
ん
は
偶
然
飛
行
機
で
隣
あ
わ
せ
た
自
衛
官
の
様
子
か

ら
軍
事
大
国
に
は
な
ら
な
い
と
確
信
し
た
思
い
を
書
か
れ
ま
し
た
。

東
北
大
震
災
・
原
発
事
故
・
家
族
の
絆

子
ど
も
の
命
や
未
来
を
守
る
た
め
に
原
発
廃
止
の
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ち
び
く
ろ
保
育
園
」
の
田

中
英
雄
さ
ん
が
初
参
加
、
緑
の
党
の
河
合
さ
ん
は
脱
原
発
に
対
す
る
想
い
を
、
福
島
の
避
災
児
童
を

夏
休
み
に
招
い
て
保
養
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
恩
田
が
報
告
、「
あ
の
ね
ち
ょ
う
」
の
教
育
で
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有
名
な
鹿
島
和
夫
さ
ん
が
初
参
加
で
一
年
生
の
ま
さ
し
君
の
家
族
の
こ
と
を
、
遠
隔
地
の
母
親
の
病

状
を
通
し
て
植
月
さ
ん
は
母
へ
の
思
い
を
、
卒
寿
を
迎
え
た
大
西
安
美
さ
ん
は
初
参
加
で
父
親
と
家

族
へ
の
思
い
を
自
分
史
と
し
て
書
か
れ
ま
し
た
。

詩
歌
・
随
筆

奈
良
あ
す
か
野
に
住
む
喜
び
を
富
永
悦
夫
さ
ん
は
短
歌
で
初
参
加
、
河
合
成
一
さ
ん
の
母
上
の
丕

瑳
子
さ
ん
は
春
の
思
い
を
俳
句
で
初
参
加
、
常
連
の
大
和
さ
ん
は
暮
ら
し
を
俳
句
に
、
ペ
ン
友
大
先

輩
の
雨
森
育
代
さ
ん
は
川
柳
で
カ
ム
バ
ッ
ク
。
牧
さ
ん
は
万
葉
集
の
相
聞
歌
か
ら
の
思
い
を
随
筆
に
、

庭
の
柿
の
木
に
く
る
カ
ラ
ス
か
ら
小
森
さ
ん
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
、
川
西
の
北
上
さ
ん
は
優
し
い
思

い
を
四
編
に
、
む
か
で
と
鯖
す
し
を
テ
ー
マ
に
福
中
さ
ん
、
徳
島
県
の
山
奥
木
頭
村
で
育
っ
た
藤
田

さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
怖
か
っ
た
伝
説
を
、
岡
山
の
尾
島
さ
ん
は
皇
居
で
の
表
彰
を
、
速
水
妙
子

ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン
さ
ん
か
ら
は
六
通
目
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

主
張
・
歴
史

編
集
委
員
の
村
山
さ
ん
は
三
十
四
集
が
電
子
書
籍
化
さ
れ
た
こ
と
の
祝
い
を
、
中
東
が
専
門
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
平
田
さ
ん
は
「
世
界
最
後
の
植
民
地
」
と
言
わ
れ
て
い
る
西
サ
ハ
ラ
の
解
放
さ
れ
る
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日
を
め
ざ
し
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
女
性
の
社
会
進
出
が
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
徳
永
さ
ん
は
そ

の
現
実
を
、
住
民
は
誰
で
も
海
浜
を
自
由
に
利
用
で
き
る
と
い
う
「
入
浜
権
」
の
考
え
方
を
日
本
で

初
め
て
提
唱
さ
れ
た
髙
﨑
裕
士
さ
ん
は
初
参
加
で
四
十
年
の
歴
史
を
、
そ
の
記
念
大
会
に
参
加
さ
れ

た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
教
授
の
羽
生
淳
子
さ
ん
は
報
告
を
、
西
行
の
歌
碑
公
園
の
花
見
会
の
後
に
訪

れ
た
川
西
の
満
願
寺
は
素
晴
ら
し
い
空
間
で
郷
土
の
歴
史
に
詳
し
い
菅
原
さ
ん
に
そ
の
由
来
を
、
異

業
種
交
流
「
一
金
会
」
の
講
演
か
ら
お
願
い
し
て
初
参
加
の
尾
垣
誠
宏
さ
ん
は
大
和
朝
廷
成
立
の
定

説
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
話
を
、
椎
名
麟
三
研
究
家
の
田
靡
さ
ん
は
麟
三
の
幼
児
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

書
か
れ
ま
し
た
。

寄
稿
者
は
三
十
二
名
に
達
し
ま
し
た
。
寄
稿
者
紹
介
欄
は
相
互
理
解
を
は
か
る
た
め
に
字
数
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
活
用
く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
の
こ
と
も
あ
り
、
住
所
の
番
地
は
省
略
し
ま
し
た
。

三
十
四
集
か
ら
活
字
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
が
、
三
十
五
集
か
ら
行
数
を
一
四
行
に
復
活
し
、
よ

り
多
く
の
内
容
を
記
載
で
き
る
よ
う
し
ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
を
思
い
な
が
ら
諸
般
の
事
情
で
見
送
ら
れ
た
方
、
健
康
上
断
念
さ
れ
た
方
な
ど
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
執
筆
頂
く
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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三
十
六
集
　
寄
稿
お
願
い

次
集
の
発
行
を
来
年
三
月
と
し
、
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
投
稿
規
定
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

企
画
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
提
案
く
だ
さ
い
。
出
版
に
対
す
る
提
案
や
意
見
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

電
子
書
籍
化
さ
れ
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
嬉
し
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
引
用
な
ど

著
作
権
の
問
題
に
は
、
よ
り
注
意
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
留
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
子
書
籍
に
登
録
さ
れ
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
本
と
い
う
形
は
貴
重
な
存
在

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
価
の
上
が
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
お
か
し
な
政
治
の
な
か
で
財
政
も
窮
屈
に
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
出
版
を
続
け
る
た
め
に
維
持
会
員
（
年
会
費
二
万
五
千
円
、
特
典
な
ど
詳
し
く
は
維
持
会

規
程
を
請
求
く
だ
さ
い
）
に
参
加
く
だ
さ
い
。
新
し
く
参
加
さ
れ
る
方
の
掘
り
起
こ
し
も
協
力
く
だ

さ
い
。

 

二
〇
一
五
年
六
月　

編
集
長　
　

恩
田
怜　
　
　
　
　
　

 

編
集
委
員　

村
山
茂
、
池
上
正
示　
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） ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

富
永
　
悦
夫
　
162

春
静
か
（
俳
句
） ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

河
合
丕
瑳
子
　
165

黄
落
（
俳
句
） ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

大
和
　
　
齊
　
168

種
種
な
日
（
川
柳
） ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

雨
森
　
育
代
　
170

7



春
の
野
の
〝
若
菜
摘
み
〞 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

牧
　
　
　
彰
　
172

カ
ラ
ス
の
お
礼 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

小
森
　
宰
平
　
176

老
い
の
波 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

北
上
　
弘
美
　
180

夢
想 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

北
上
　
弘
美
　
182

ス
テ
ー
キ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

北
上
　
弘
美
　
184

付
き
添
い ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

北
上
　
弘
美
　
186

わ
た
し
は
百
足 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

福
中
　
保
江
　
188

私
の
好
物 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

福
中
　
保
江
　
190

山
の
伝
説
「
阿
瀬
吾
の
万
」（
１

） ･･･････････････････････････････････････････････････････････････

藤
田
　
　
恵
　
192

表
彰 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

尾
島
　
生
子
　
203

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
便
り
（
６

）　
夏
の
で
き
ご
と ････････････････････････････

速
水
妙
子
ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン
　
229

主
張
・
歴
史

祝
『
銀
の
ス
プ
ー
ン
』
電
子
書
籍
化 ･･･････････････････････････････････････････････････････････

村
山
　
　
茂
　
238
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西
サ
ハ
ラ
大
統
領
に
ゲ
ル
ニ
カ
平
和
貢
献
賞
！ ････････････････････････････････････････････

平
田
伊
都
子
　
242

女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

徳
永
　
菊
代
　
247

入
浜
権
宣
言
四
十
年 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

髙
﨑
　
裕
士
　
253

入
浜
権
宣
言
40
周
年
記
念
集
会
に
参
加
し
て ････････････････････････････････････････････････

羽
生
　
淳
子
　
258

満
願
寺
と
飛
び
地
の
経
緯 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

菅
原
　
　
巖
　
262

遼
東
公
孫
子
大
和
朝
廷
創
成
説 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

尾
垣
　
誠
宏
　
270

埋
め
た
ツ
リ
銭
　
幼
年
期
の
椎
名
麟
三 ････････････････････････････････････････････････････････

田
靡
　
　
新
　
293

あ
と
が
き

西
行
の
歌
碑
を
愛
す
る
会

寄
稿
者
紹
介
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震
災
二
十
年
・
戦
後
七
十
年



阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
年

―
行
政
に
よ
る
人
災
を
問
い
直
す

―

恩
田　
　

怜

震
災
か
ら
二
十
年
、
神
戸
の
街
を
歩
い
て
も
あ
の
悪
夢
の
痕
跡
は
、
も
は
や
見
あ
た
ら
な
い
。
何

事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
天
災
・
人
災
の
影
響
は
い
ま
だ
に
計
り
知
れ
な
い
。
震
災
を
知

ら
な
い
市
民
が
四
割
を
超
え
た
と
い
う
。
当
時
を
思
い
返
し
、
人
災
の
数
々
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
、

今
後
の
天
災
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

震
災
直
後
に
市
民
派
の
市
会
議
員
と
な
っ
て
行
政
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
今
も
私
の
胸

の
底
に
は
重
い
ヘ
ド
ロ
の
よ
う
に
た
ま
っ
て
い
る
。
二
十
年
経
っ
て
私
の
記
憶
が
正
確
だ
っ
た
か
、

主
張
が
正
し
か
っ
た
の
か
は
、
検
証
す
る
時
間
も
方
法
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
、
記
録

に
残
し
た
い
と
願
う
。

12



一
月
十
七
日

突
然
、
ベ
ッ
ド
で
体
が
突
き
あ
げ
ら
れ
る
、
寝
室
の
上
の
棚
か
ら
箱
が
落
ち
て
く
る
。
と
っ
さ
に

布
団
を
被
る
。
ど
こ
か
遠
く
の
街
で
地
震
が
あ
っ
た
の
か
と
一
瞬
頭
を
過
る
。
毎
朝
、
早
く
か
ら
駅

立
ち
を
し
て
、
四
月
の
選
挙
に
備
え
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
成
人
の
日
の
振
替
え
休
日
の
翌
日
で
、

ビ
ラ
ま
き
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
わ
ず
、
寝
て
い
た
の
だ
っ
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
て
、
居
間
に
入
る
と
、
部
屋
の
中
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
。
飾
り
棚
の

上
に
あ
っ
た
那
智
黒
の
四
、
五
キ
ロ
は
あ
る
飾
り
石
や
花
瓶
が
転
が
っ
て
い
る
。
こ
の
下
に
寝
て
い

た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。
よ
く
見
る
と
、
東
西
に
向
い
て
い
る
本
棚
や
台
所
の
食
器
棚
は
そ
の

ま
ま
で
何
と
も
な
い
。
南
向
き
の
部
屋
の
壁
が
崩
落
し
て
い
る
。
庭
に
出
て
み
る
と
灯
篭
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
倒
れ
た
の
で
は
な
く
南
側
の
斜
面
に
飛
ん
で
い
た
。

わ
が
家
は
六
甲
山
脈
西
端
の
山
の
上
に
あ
り
、
大
阪
湾
を
見
下
ろ
し
、
淡
路
島
が
前
に
見
え
る
。

今
回
の
震
源
地
は
そ
の
目
の
前
の
明
石
海
峡
の
海
底
と
後
に
聞
い
た
が
ま
さ
に
震
源
地
の
直
近
で
あ

る
。
岩
盤
の
上
に
建
っ
て
い
た
の
か
、
幸
い
こ
の
程
度
の
一
部
損
壊
で
済
ん
だ
。
山
の
上
な
の
で
都

市
ガ
ス
が
来
て
い
な
く
て
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
、
水
道
は
地
下
貯
水
タ
ン
ク
、
ふ
だ
ん
は
不
便
を
か
こ

13



っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
補
給
が
な
く
て
一
週
間
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
電
気
が
復

旧
し
て
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
は
す
べ
て
確
保
で
き
た
。

翌
日
は
お
に
ぎ
り
や
茶
を
大
量
に
作
り
、
知
人
の
安
否
を
確
か
め
る
た
め
に
車
を
東
へ
走
ら
せ
た
。

須
磨
の
海
岸
通
は
ビ
ル
や
家
屋
が
国
道
２

号
線
に
倒
れ
こ
ん
で
い
る
。
な
ん
と
か
通
り
須
磨
の
Ｈ
さ

ん
宅
に
行
く
と
完
全
に
倒
壊
し
て
い
る
。
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
近
く
の
小
学
校
に
行
く
が
見
当
た

ら
な
い
。
知
人
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
て
区
役
所
に
避
難
し
た
の
で
は
な
い
か
と
教
え
ら
れ
る
。
区

役
所
も
訪
ね
る
。
一
階
の
部
屋
を
覗
く
と
電
気
も
つ
け
ず
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
。
お
か
し
い
な
と
思

い
な
が
ら
、
二
階
に
上
が
り
本
棚
の
間
に
避
難
し
て
い
る
人
に
訊
ね
て
み
る
が
わ
か
ら
な
い
。
一
階

は
遺
体
安
置
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
外
の
広
場
に
家
族
三
人
が
車
の
中
に
い
る
の
を
見

つ
け
る
。
お
互
い
の
無
事
を
喜
ん
で
お
に
ぎ
り
と
茶
を
渡
す
。

さ
ら
に
東
へ
と
車
を
走
ら
す
。
灘
区
鹿
の
下
通
の
Ｋ
さ
ん
を
尋
ね
る
が
、
こ
こ
も
家
は
崩
壊
し
て

い
る
。
近
く
の
人
か
ら
一
家
は
無
事
で
大
阪
の
子
ど
も
の
家
に
避
難
し
た
と
聞
く
。
夫
人
は
六
時
間

も
家
の
中
で
挟
ま
れ
て
い
た
と
の
こ
と
、
無
事
が
わ
か
っ
て
や
れ
や
れ
。
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
の
近
く
の
Ｙ

さ
ん
宅
を
探
す
。
こ
こ
も
崩
壊
し
て
誰
も
い
な
い
。
近
く
の
人
か
ら
少
し
離
れ
た
ビ
ル
の
息
子
の
と

14



こ
ろ
に
い
る
と
聞
く
。
探
し
当
て
て
訪
ね
る
と
、
全
員
無
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
に
ぎ
り
と

茶
を
差
し
入
れ
る
。
初
め
て
米
粒
に
あ
り
つ
け
た
と
涙
な
が
ら
に
感
謝
さ
れ
る
。
お
互
い
の
無
事
を

喜
び
合
う
。

さ
ら
に
東
へ
進
も
う
と
す
る
が
、
道
路
が
ふ
さ
が
っ
て
い
て
諦
め
る
。
多
く
の
道
が
通
れ
な
い
中
、

須
磨
、
鷹
取
、
新
長
田
、
兵
庫
と
Ｊ
Ｒ
線
路
沿
い
の
道
を
縫
う
よ
う
に
走
る
と
通
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
降
、
毎
年
、
震
災
記
念
日
に
は
こ
の
経
路
を
走
り
、
そ
の
後
の
復
興
状
況
を
確
認
す
る
震
災

道
路
と
な
っ
た
。
帰
り
の
国
道
２

号
線
は
須
磨
あ
た
り
か
ら
、
ま
さ
に
「
難
民
が
避
難
す
る
」
さ
ま

で
西
へ
向
か
う
人
の
群
れ
が
道
路
一
杯
に
つ
づ
い
て
い
た
。
知
ら
な
い
女
性
を
乗
せ
て
走
る
。

明
石
海
峡
大
橋
は
建
設
工
事
中
で
、
海
底
に
橋
脚
を
深
く
打
ち
込
み
、
そ
の
付
近
が
震
源
地
に
な

っ
た
。
海
の
神
の
逆
鱗
に
触
れ
た
せ
い
で
地
震
は
起
こ
っ
た
と
噂
さ
れ
た
。
私
は
私
で
神
戸
市
が
六

甲
山
を
切
り
く
ず
し
、
そ
の
土
砂
で
広
範
囲
に
海
を
埋
め
立
て
た
そ
の
膨
大
な
重
量
に
よ
っ
て
、
急

激
に
重
量
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
地
殻
変
動
が
起
こ
り
地
震
が
起
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に

六
甲
山
が
地
震
に
よ
っ
て
少
し
隆
起
し
高
く
な
っ
た
。
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が
れ
き
撤
去
と
仮
設
住
宅

崩
壊
し
た
家
屋
の
が
れ
き
撤
去
に
国
か
ら
費
用
が
で
た
。
業
者
は
争
っ
て
儲
け
に
な
る
解
体
作
業

を
請
負
い
、
が
れ
き
を
海
岸
や
裏
六
甲
の
処
理
場
へ
運
び
焼
却
し
た
。
粉
じ
ん
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
肺
が
ん
の
こ
と
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
な
ど
に
は
無
頓
着
に
作
業
は
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
壊

さ
な
く
て
復
旧
で
き
る
建
物
や
、
歴
史
的
に
保
存
価
値
の
あ
る
建
物
な
ど
も
公
費
撤
去
の
魔
力
で

次
々
と
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。

仮
設
住
宅
は
広
い
敷
地
に
大
量
に
建
設
さ
れ
た
。
効
率
を
考
え
て
の
こ
と
だ
が
、
住
む
人
間
の
こ

と
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ず
、
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
埋
め
立
て
地
や
山
の
造
成
地
に
作
ら
れ
、
そ
れ
ま

で
の
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
建
設
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
も
同

様
で
、
仮
設
住
宅
、
災
害
公
営
住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ず
た
ず
た
に
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
人
々
の
街
に
対
す
る
疎
外
感
が
生
ま
れ
多
く
の
老
人
が
誰
に
も
見
と
ら
れ
ず
に
孤
独
死

す
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
崩
壊
し
た
住
宅
に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
仮
設
（
一
軒
二
五
〇
万
円
か
か
っ

た
）
を
支
給
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
期
限
を
切
ら
れ
ず
に
住
め
る
し
、
さ
ら
に
二
五
〇
万
円
も
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か
か
っ
た
撤
去
費
用
も
不
要
だ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
保
た
れ
る
と
主
張
し
た
が
。

震
災
と
火
災

福
島
の
原
発
事
故
が
想
定
外
だ
と
東
電
や
政
府
が
言
っ
た
よ
う
に
、
神
戸
市
は
大
震
災
を
想
定
せ

ず
、
都
市
計
画
の
耐
震
強
度
を
震
度
５

強
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
は
室
崎
益
輝
神
戸
大
学
教
授
ら
御

用
学
者
の
集
ま
り
と
も
い
え
る
審
議
会
で
決
め
ら
れ
た
値
で
あ
る
。
震
度
７

の
大
震
災
は
こ
の
こ
と

が
人
災
を
決
定
づ
け
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
。
震
災
後
に
彼
は
こ
の
こ
と
を
深
く
反
省
し
て
過
ち

を
認
め
た
こ
と
は
評
価
で
き
た
が
、
戦
犯
の
事
実
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
北
大
震
災
が

震
度
７

で
あ
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

神
戸
市
役
所
の
庁
舎
も
一
部
が
崩
壊
し
、
病
院
や
消
防
所
、
警
察
署
な
ど
災
害
時
の
対
応
の
中
心

と
な
る
施
設
が
崩
壊
し
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
海
上
都
市
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

は
孤
立
し
災
害
を
増
幅
さ
せ
た
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
さ
れ
て
い
た
市
立
市
民
病
院
も
災
害
救

助
の
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
大
き
な
ビ
ル
が
横
倒
し
に
な
っ
て
、
道
路
を
ふ
さ
い
で
い
る
光
景
は
今

も
映
像
と
し
て
頭
の
中
に
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。
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